
専門分野

臨地実習

開講時期 ２年　後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

1．平成6年4月～平成30年6月　検査センター勤務：生化学検査、微生物検査、一般検査、血液検査、輸血検査

2．平成30年7月～平成30年12月　クリニック勤務：採血業務

臨地実習にあたり、最低限必要な手技を身につける

＊最低限必要な手技とは、臨地実習前技能到達度評価のA項目をいう

1．教科別に実施内容を説明する

2．練習期間を設ける

3．期間中に実技試験を行う
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第５回

第６回
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1単位
（３０時間）

臨地実習前技能到達度評価実施内容説明（基礎知識・共通業務）

◆実務経験の内容

◆授業の目的・目標

◆授業の概要・授業方針

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

臨床検査技師　臨地実習ハンドブック 実技試験　（基礎知識・共通業務，標準12誘導心
電図検査，スパイロメトリー，一般検査，血液塗抹
標本作成・鏡検，血球計数検査，Gram染色，分
離培養，ABO・Rh血液鋳型，D陰性確認試験，病
理標本作成に関する筆記試験，ピペット操作）

臨地実習技能修得
到達度評価

単位数区分６２ 授業科目名

授業計画

古田　智春
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